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阿部文男君を悼む
古瀬卓男＊
阿部君を偲んで
「青年が青年の死を聞く とは／」武田麟太郎の言葉である。彼の死に際して，いきなり
突き上ってくる痛いようなはげしい想いの過ぎたあと，今もなお，私が心のうちにつぶや
いている怨みは，乙の武麟の言葉である。彼の死は，私の如き凡庸なものにも， 「一人の
人聞の死が，その周囲に生涯いやすことのできない悲しみを受ける人の居ることを，愛す
る者の不幸な死lζ対する悲しみが，いかに深く，いかに根強いものであるかを」垣間見せ
てくれた。どれほどに人聞は生に対して手厚くあらねばならないことか／常に彼に過労を
お願いし続けた私に，今鎮魂の詩を述べる資格はなし、。どれほどに学究として思索の一途
をのみたどりたかった乙とであろうか。
外に向けられた眼は，そのままにしてまた内に向けられる。外とは世界であり，内とは
魂である。この二つは対立する。だが一つのすぐれた個性は，それらを巧みに調和させて，
そこから流れ出る節奏を第三者に聞かせてくれる。たとえ，若くして逝いたとはいえ，乙
のすぐれた個性を持ち良き師にめぐり会い益多き先輩に取り囲まれて研究に励んだ彼は，
結局ひとりの幸福人でなかったかと思う。彼のすぐれた個性が見せてくれた虹の美しさ，
そして消え去った後の透明さ の故に限りなく人々に敬愛され続けるであろう。
次Iζ彼の略歴 ・業績 ・発病以来の経過をしる して，追悼のことばとしたい。
阿部君の略歴等の紹介
1. 略歴・業績
昭和 37年 3月 北海道大学大学院教育学研究科博士課程修了 （その間学校教育研究室
l乙所属し，砂沢喜代次教授指導の下に教育学 ・教育方法論専攻）
昭和 37年4月 学校法人浅井学園に勤務，北海道女子短期大学設立準備委員として創
設事務Iζ当る
昭和 38年 4月 北海道女子短期大学講師（教育学 ・教育原理 ・教育方法論担当）教務
課長兼務（43年3月迄 ） 学校法人浅井学園評議員
昭和 41年 1月 助教授に昇任 北海道大学教育学部非常勤講師を委嘱され教育方法論
担当
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昭和 43年 4月 学生課長兼務となる
昭和 44年 4月 教授に昇任
昭和 46年 7月 14日午前 6時逝去
特に学園lとあっては，短大創立の最初より常に研究，教授，研究紀要の発刊，学科の増
設，学科構成等において将来を見通した学校運営に指導的役割をはたし，先輩・同僚・学
生の衆望を一身lζ負っていた。
2. 発病以来の経過
昭和 45年 12月9日午後4時頃，急に頭痛・目まい ・動俸を訴え12月 12日慢性腎炎の
診断により江別市立総合病院に入院，病院長岩田博士の特診患者として手厚い治療・看護
を受けた。
しかし，当時すでに腎臓機能は両方とも正常の 3分の 1以下になっており，症状はま乙
とにうれうべき状態であった。岩田博士を中心とした医師団の懸命の治療にもかかわらず，
12月末日頃より尿毒症の症状となり， 46年1月5日江別市立病院と岩見沢市立病院との御
協議により，岩見沢市立病院に転院，同病院外科医長で人工腎臓の専門医として令名高い，
今博士のもとで人工腎臓による治療に切りかえた。
その後病院側の手厚い治療，奥様を始め身内の方々の懸命な看護により，症状は好転し，
4月末頃lζは通院によっての治療が可能となり， 4月26日退院，今博士。うおすすめもあっ
て週 1回 1時間の講義も担当する程に回復した。
しかし，本人の腎臓そのものは，その聞にもますます機能低下し， 6月中旬以降人工腎
臓による透析回数をふやすなどの治療にもかかわらず症状はむしろ悪化し，遂に 7月14日
朝 6時頃，病状にわかにあらたまり病室K泊って看護K当っておられた奥様も気づかない
程，静かに眠ったまま不帰の人となった。
尚，直接死因は尿毒症，解剖所見は両側萎縮腎・心肥大となっている。
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